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理科 理科の「見方・考え方」を働かせ、

条件制御の「考え方」を意識するための工夫
POINT�1
思・判・表

【子どものノート例】

　理科の学習においては、子どもたちが「理科

の見方・考え方」を働かせて、観察・実験に取

り組むことで、資質・能力を育んでいくことが

求められている。５学年では、特に変化させる

条件と変化させない条件を区別して考える条件

制御の「考え方」を働かせることが大切である。

　「植物の発芽と成長」の単元において、子ど

もたちに興味をもたせ、発芽するための条件を

考え、観察・実験を行う上での「考え方」を意

識した実践を紹介する。

１　インゲンマメに興味をもたせる

　実験では、インゲンマメを使用する。インゲ

ンマメと言っても、子どもたちには「豆」とし

か認識されていない。そこで、インゲンマメに

興味をもたせるために、『おまめのはなし』（日

本豆類協会）という映像を視聴したりたくさん

の種類の豆の標本を見たりすることで、色や大

きさなど比較して観察をすることができた。

２　発芽の条件を考える

　インゲンマメに興味をもったところで、子ど

もたちに「このインゲンマメが発芽するために

は、どのような条件が必要だと思いますか」と

投げかける。子どもたちからは、「土」、「水」、

「温かさ」、「光」、「空気」、「肥料」などと意見

が出てくるだろう。

　この段階で、これまでの学習内容や生活経験

を振り返り、１つ１つの条件について考え、意

見を出し合うことが大切である。

３　変える条件は１つだけ

　まずは、「水」という条件について確かめる。

水を与えるか与えないかという１つの条件だけ

のため、条件制御という考え方は出てこない。

　次に、「空気」と「温かさ（適した温度）」の

２つの条件を扱うことになる。ここでは、変え

る条件は１つだけであり、他の条件は同じにす

るという条件制御の「考え方」を理解する必要

が出てくる。

　例えば、「『空気』の条件だけを変えて実験す

る場合、どのような方法があるか」と実験方法

を考えることで、条件の整理や実験手順を確か

めることにつながっていくだろう。

４　理科の「考え方」を意識するために

　条件制御の「考え方」を意識するためには、

表などに整理することが必要だろう。条件制御

という「考え方」をしっかりと踏まえ、観察・

実験の方法を計画していくことが、今後の学習

のためにも大切である。
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Ⅲ　小学校５学年の調査結果と指導の改善に向けて
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学習内容の定着を図る工夫理科の「見方・考え方」を働かせ、

既習事項の確認をした上で、学習内容を定着させる工夫
POINT�2
知・技

　理科では、子どもたちが普段の生活であまり

意識しない内容が重要になってくる。例えば、

「天気の変化」の学習では「東西南北」につい

て理解しているかどうかが学習内容の定着に大

きく影響する。３学年の理科や社会科で、方位

磁針の使い方を学習しているが、分かっている

はずだと学習を進めるのではなく、その都度確

認していくことが大切であろう。

１　方位磁針の使い方を確認する

　方位磁針を見せる

と、子どもたちは「知

ってる、知ってる！」

などと言うだろう。

使い方も分かったつ

もりになっているこ

とが多い。それでも、方位磁針を持たせ、実際

に使い方を確認することが大切だと考える。

　さらに、「北を向いている時には、右が東、

左が西、後ろが南」、「南を向いている時には、

右が西、左が東、後ろが北」などということも

確認する必要がある。

　また、地図においては、通常、上が北になっ

ていることも確認し、地図上での東西南北も確

認する必要があるだろう。

　このように前学年の既習事項であってもしっ

かりと確認し定着させることが、その学年での

学習内容をさらに定着させることにつながると

考える。

２　条件制御の「考え方」

　天気の変化は、「雲の量」や「雲の動き」と

関係しており、観察においても条件制御の「考

え方」が大切であろう。このとき変えるのは、

「時刻」だけで、その他の「観察する場所」、「観

察する方位」は変えないということの確認をす

ることが必要だと考えられる。

　

３　振り返りの蓄積

　授業の終わりの振り返りを書く活動で、さら

にアウトプットすることになる。定着を見取る

ためにも、ＩＣＴを活用し蓄積するとよいだろう。

　スプレッドシートで振り返りシートを作成し、

Google�Classroom の「授業」から課題として

それぞれに配布しておく。

　また、振り返りを書くときには、使う言葉を

指定することも有効だろう。例えば、「今日の

振り返りは、『雲の量』という言葉を使って書

きましょう」とすると、学習内容を踏まえた振

り返りになるだろう。

【スプレッドシートでの振り返り蓄積例】


